
息を合わせて
ぺったん！ぺったん！

広
報

このまちが
　もっと好きになる

2023

１/15
No.422

「所得税の確定申告」と
「市県民税の申告」･･･････････････････２
農業委員・農地利用最適化推進委員
候補者を募集します･････････････････４
国民健康保険の第三者行為による治療･４

トピックス
　昔ながらの餅つき体験会が行われました。初めは
慣れない手つきだった人も、徐々にテンポが良くな
り、代わる代わる楽しそうにお餅つき。参加した子
は「もっちもっちでおいしい」と笑顔で雑煮を頬張っ
ていました。　　 　（12月24日／海上キャンプ場）

石臼ときねで、お餅つき

旭市公式LINE 旭市ホームページ



申
告
が
必
要
な
人

〈
所
得
税
の
確
定
申
告
〉

●
事
業
や
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

る
人
で
、
所
得
が
基
礎
控
除（
48

万
円
）と
そ
の
ほ
か
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人

●
給
与
収
入
が
２
、
０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

●
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人

※
20
万
円
以
下
で
も
市
県
民
税
の
申

告
は
必
要
で
す
。

●
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
人

●
公
的
年
金
収
入
が
4
0
0
万
円
を

超
え
る
人
、
ま
た
は
4
0
0
万
円

以
下
で
そ
の
ほ
か
の
所
得
が
20
万

円
を
超
え
る
人

●
各
種
控
除
を
追
加
し
、
還
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

〈
市
県
民
税
の
申
告
〉

●
今
年
の
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住

ん
で
い
て
、
令
和
４
年
中（
１
～

12
月
）に
事
業
、
不
動
産
、
利
子
、

配
当
、
給
与
、
雑
、
譲
渡
、
一
時
、

山
林
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

●
公
的
年
金
の
収
入
の
ほ
か
に
所
得

が
あ
る
場
合
や
、
各
種
控
除
を
追

会　場 受付日時 内　容 期間前の受け付け

銚子商工会館

２月16日（木）～３月
15日（水）午前８時30
分～午後４時
※�土・日曜日、祝日

を除く。

◦�所得税
◦�消費税

◦�給与所得者の還付申告
や収入が公的年金のみ
の確定申告の人は２月
15日（水）までは銚子税
務署で受け付けます。

市役所１階
市民ホール
※�事前予約が必要。

２月15日（水）～３月
15日（水）午前８時30
分～午後４時
※�土・日曜日、祝日

を 除 く（ ２ 月26日
（日）、３月５日（日）
は開設）。

◦所得税
◦市県民税
※�住宅ローン控除を受け

る場合や、青色申告、
分離譲渡所得（土地・
建物や株式を売ったと
きなど）のほか、内容
が複雑な申告は受け付
けできません。

◦�２月15日（水）は給与所
得者や年金所得者の還
付申告に限ります。

市役所１階
税務課窓口
※�事前予約が必要。

２月１日（水）～14日
（火）午前８時30分～
午後４時
※�土・日曜日、祝日

を除く。

◦市県民税
◦所得税
※�給与所得者や年金所得

者の還付申告に限りま
す。

◦��作成済みの市県民税の
申告書か確定申告書を
提出する場合は、予約
不要で１月23日（月）か
ら受け付けます。

申告会場と受付日時など

加
し
た
い
人

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
人
や
、
給
与
所
得
の
み
で
勤
務

先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
の
ほ
か
、

こ
れ
ら
の
人
に
被
扶
養
者
と
し
て

申
告（
報
告
）さ
れ
て
い
る
人
は
不

要
で
す
。

収
入
が
な
く
て
も
申
告
を

　
申
告
書
裏
面
の
「
収
入
が
な
か
っ

た
方
等
の
記
入
欄
」
に
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
し
な
い
と

各
種
証
明
書
の
交
付
や
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
の
ほ
か
、
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に
支
障
が
出

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
で
の
申
告
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す

税
金
の
申
告
時
期
ま
で
あ
と
１
か
月
。
準
備
は
済
み
ま
し
た
か
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
行
っ
た
上
で
、

申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

市
で
受
け
付
け
で
き
な
い
内
容
の
申
告
は
、

銚
子
税
務
署
の
申
告
相
談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」
と
「
市
県
民
税
の
申
告
」
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●
青
色
申
告
の
人

●
事
業
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
白
色

申
告
者
で
、
収
入
金
額
の
合
計
が

１
、
０
０
０
万
円
以
上
の
人

●
土
地
・
建
物
、
株
式
・
投
資
信
託
、

先
物
の
譲
渡
所
得
、
配
当
所
得
、

山
林
所
得
の
あ
る
人

●
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人

●
雑
損
控
除
を
受
け
る
人

●
更
正
の
請
求
、
修
正
申
告
、
準
確

定
申
告
の
人

●
そ
の
ほ
か
複
雑
な
申
告
の
人

税
務
署・税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

税
務
署
に
よ
る
相
談
会

●
所
得
税（
青
色
申
告
・
分
離
渡
所

得
な
ど
を
含
む
）、
消
費
税
な
ど

期
日
／
２
月
７
日

（火）
、
８
日

（水）

会
場
／
市
役
所
１
階 

市
民
ホ
ー
ル

税
理
士
に
よ
る
相
談
会

●
小
規
模
事
業
・
給
与
・
年
金
に
か

か
る
所
得
税
、
個
人
消
費
税

期
日
／
２
月
７
日

（火）
、
８
日

（水）

会
場
／
市
役
所
１
階 
市
民
ホ
ー
ル

●
相
続
税
・
贈
与
税

期
日
／
２
月
22
日

（水）

会
場
／
市
民
会
館 

第
１
研
修
室

〈
共
通
事
項
〉

受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

簡
単
に
申
告

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
外
出
を
せ
ず
に
休
日
や

夜
間
で
も
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
自
宅
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
利
用
で
き

ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入

力
す
る
と
税
額
な

ど
が
自
動
計
算
さ

れ
、
簡
単
に
確
定

申
告
書
や
収
支
内

訳
書
、
青
色
申
告

市
役
所
で
申
告
す
る
際

の
注
意
事
項

　
来
庁
に
よ
る
申
告
相
談
は
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
希
望
日
の

１
週
間
前
か
ら
２
日
前
ま
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://airrsv.net/asa

hishinkoku/ca
lendar

）か
電
話

（
☎
74
‐
３
６
８

７
）で
予
約
が
で

き
ま
す
。
予
約
の

際
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、

電
話
番
号
、
収
入
の
種
類
、
申
告
内

容
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
複
数
人
の

申
告
を
す
る
場
合
は
、
１
人
に
つ
き

決
算
書
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
な

ど
が
作
成
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
の
カ

メ
ラ
で
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を

撮
影
す
る
と
自
動
入
力
で
き
る
便
利

な
機
能
も
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
人
も
、
税
務
署
で
発
行
す
る

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

が
利
用
で
き
ま
す
。
本
人
確
認
書
類

を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

●
所
得
税
の
確
定
申
告

銚
子
税
務
署

☎
０
４
７
９
‐
22
‐
１
５
７
１

●
市
県
民
税
の
申
告

税
務
課
課
税
班

☎
62
‐
５
３
２
１

１
枠
予
約
が
必
要
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
を
す
る
場
合
は
、
必

ず
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
期
間
は
、
市
役
所
の
駐

車
場
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
別
図

の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
感
染
症
予
防
の
た
め
混
雑
緩

和
に
協
力
を
〉

●
経
費
や
医
療
費
な
ど
は
集
計
を
済

ま
せ
て
か
ら
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

●
介
助
が
必
要
な
場
合
な
ど
を
除
き
、

な
る
べ
く
１
人
で
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

●
相
談
の
必
要
が
な
い
人
は
、
郵
送

や
電
子
申
告（
ｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
の
感
染
防
止
対
策
〉

●
来
庁
時
の
検
温
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。
37
・
５
度
以
上
の
熱
が
あ

る
人
や
、
体
調
が
悪
い
人
は
申
告

会
場
へ
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

●
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
消
毒
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
税
務
署
や
税
理
士
な
ど
へ
〉

　
次
の
人
は
市
で
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
銚
子
税
務
署
や
青
色
申

告
会
で
申
告
す
る
か
、
税
理
士
に
依

頼
、
ま
た
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

国税庁ホームページ

東部図書館入口

東部図書館

文化の杜公園

市役所

駐車場

駐車場【別図】

予約専用ホームページ

日本税理士会連合会会長賞／伊藤日葵（二
中・３年）
東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞
／石野田康汰（海上中・３年）、宇井凛桜（二
中・３年）
旭市長賞／石毛佑京（一中・３年）
青色申告会会長賞／榎本莉玖（一中・３年）

中学生の「税についての作文」
市内から10人が受賞

※上位受賞者、敬称略。

おめでとう！
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　国民健康保険に加入している人が、自損事故を含む交通
事故や傷害事件など、第三者（加害者）の行為による負傷の
治療に国民健康保険を使う場合は、別表のとおり保険年金
課に事前の届け出が必要です。

第三者行為による病気やけがの例
◦交通事故（警察に届け出が必要）
◦自損事故の同乗者だった場合
◦一方的な暴力や傷害行為を受けた場合

国民健康保険が使えない場合の例
◦犯罪行為や故意の事故、自傷行為
◦飲酒運転や無免許運転などの悪質な法令違反と未届けの
交通事故
◦けんか

申し込み・問い合わせ先
保険年金課国民健康保険班（☎62-5331）

【別表】原因と届け出の方法
病気やけがの原因 届け出の方法

第三者行為による
病気やけが（交通
事故や傷害など）

①�保険年金課に「被保険者証の使用許可申
請書」を提出

②�発行された「許可書」を持って病院を受診
③�病院受診後、速やかに「第三者行為によ

る傷病届」を提出
自分自身での転倒
や衝突などのけが

（自損事故）

①�保険年金課に「被保険者証の使用許可申
請書」と「傷病届」を提出

②�発行された「許可書」を持って病院を受診

通勤中・業務中の
けがや病気

①�「労働者災害補償保険（労災）」などの適用
となる場合があるので、事業所（会社）に
相談

※申請書などは市ホームページからダウンロードできます。

農
業
委
員

要
件
／
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
の
利
用
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
こ
と
、
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の

所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の

職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

人任
期
／
７
月
20
日
〜
令
和
８
年
７
月

19
日

定
数
／
17
人

報
酬
／
月
額
３
８
、
０
０
０
円

主
な
仕
事
／
●
農
業
委
員
会
で
の
農

地
法
に
基
づ
く
申
請
な
ど
の
審
議　

●
農
地
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
業

務
な
ど

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

要
件
／
農
地
の
利
用
の
最
適
化
推
進

に
熱
意
と
識
見
が
あ
り
、
行
う
べ
き

活
動
が
可
能
な
人

任
期
／
委
嘱
を
受
け
た
日
〜
令
和
８

受
付
場
所
／
農
業
委
員
会
事
務
局

応
募
方
法
／
推
薦
届
ま
た
は
応
募
届

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
農
業
委
員

会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
入

手
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

委
員
に
な
れ
な
い
人
／
●
破
産
手
続

き
開
始
の
決
定
を
受
け
、
複
権
し
て

い
な
い
人　
●
禁
錮
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
人

そ
の
ほ
か
／
●
農
業
委
員
は
地
域
の

代
表
で
あ
り
、
年
齢
・
性
別
に
著
し

い
偏
り
が
な
い
よ
う
配
慮
し
、
過
半

数
が
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
。　

●
委
員
の
身
分
は
市
の
非
常
勤
の
特

別
職
と
な
り
、
業
務
に
は
守
秘
義
務

が
伴
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局☎

74
‐
７
１
８
７

年
７
月
19
日

定
数
／
20
人（
●
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

椎
名
内
、
東
足
洗
、
西
足
洗
、
野

中
、
足
川
、
仁
玉
、
中
谷
里
、
神
宮

寺
：
４
人　
●
井
戸
野
、
川
口
、
泉

川
、
大
塚
原
、
駒
込
、
新
町
、
鎌
数
、

琴
田
、
江
ケ
崎
：
４
人　
●
海
上
地

域
：
４
人　
●
飯
岡
地
域
：
４
人　

●
干
潟
地
域
：
４
人
）

報
酬
／
月
額
３
２
、
０
０
０
円

主
な
仕
事
／
担
当
す
る
地
域
で
の
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
や
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
な
ど
、
農
地
を
有
効

活
用
す
る
た
め
の
活
動

〈
共
通
事
項
〉

募
集
方
法
／
推
薦
ま
た
は
応
募

受
付
期
間
／
２
月
１
日

（水）
～
28
日

（火）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

事 故 に遭ったときは
国民健康保険の第三者行為による治療

候
補
者
を
募
集
し
ま
す

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
が
令
和
５
年
７
月
19
日
に
満
了
す
る
た
め

新
た
に
選
出
さ
れ
る
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。
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指定管理者制度により包括的に管理運営する社会体育施設
●旭市総合体育館（トレーニングルームを含む）
●旭スポーツの森公園野球場・庭球場
●旭文化の杜公園庭球場
●海上コミュニティ運動公園野球場
●旭市サッカー場
●飯岡体育館・野球場
●いいおかふれあいスポーツ公園
●干潟さくら台野球場

　「旭市公共施設等総合管理計画に基づく個別計画（令和３
年３月策定）」に基づき、社会体育施設の管理運営を効果・
効率的に行うために、令和５年４月から指定管理者制度を
導入します。

指定管理者制度とは
　民間企業・財団法人・ＮＰＯ法人などが、公の施設（体
育施設や図書館などといった住民の福祉を増進する施設）
の管理や運営を行うことができる制度です。指定管理者は、
施設管理者が公募し、審査会などにより候補者を選定し、
議会の議決を経ることで指定されます。
指定管理者制度による効果
　社会体育施設は、市民の心身の健全な発達と生涯スポー
ツを普及させるため、多様なスポーツ活動をすることがで
きる施設です。
　現在、新型コロナの影響により利用者が大幅に減ってい
ることなどから、利用者を増やし施設の価値を高める取り
組みが必要になっています。
　指定管理者が社会体育施設を最大限に活用することで
「市民の健康維持・増進」「施設利用者数の増加」「地域振興
や地域コミュニティの醸成」「市と連携した市民サービスの
向上」「経費削減」などの効果が期待できます。

　今号は広報ひかた1982年１月
号を紹介します。表紙では、完成
間近の役場・保健センター合同庁
舎の様子を紹介しています。現在
はひかた市民センターとして生ま
れ変わり、新たな役割を果たして
います。
　特集記事は、昭和56年度千葉
県豚共進会の開催内容のお知らせ
でした。肉豚５組、種豚16点が
出品され、肉豚の部で優等賞２点、
種豚の部で名誉賞１点・優等賞６
点を獲得し、干潟町が団体優勝を
成し遂げたことを報じています。

昭和57年の主な出来事
●ペットボトルの誕生（清涼
飲料水の容器にポリエチレ
ンテフタレートを使用する
ことを国が許可）

より利用しやすい体育施設を目指して

旭市教育委員会

学びのひろば学びのひろば旭旭 vol.112 教育総務課（☎85-8617）
生涯学習課（☎85-8627）
体育振興課（☎64-1132）

　このコーナーでは過去の広報を紹介し、その時代を振り返ります。

スポーツ振興の拠点「旭市総合体育館」

広報あさひ　2023.1.155

広報で振り返る広報で振り返る

あの日あのときのああささひひ
第４回

1982年（昭和57年）１月号

表紙
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くらしのインフォメーション
nformation

ほっと通信 142

消費生活センター

あなたのお出かけをサポート
デマンド交通「きらりんタクシー」
　同じ時間帯に予約した人と相乗りし
ながら目的地に向かう、乗り合い型の
タクシーです。
　利用するには、事前の登録が必要で
す。
　きらりんタクシーは、市内を３つの
区域に分けて運行していて、利用者は
自宅と住んでいる区域内の商業施設
や、医療施設、市役所、旭中央病院な
どを行き先にすることができます。
利用できる人／市内在住者
運行時間／平日の午前８時～午後５時
※正午～午後１時を除く。
運賃／片道500円　※条件により割引
あり。
登録方法／登録用紙に必要事項を記入
し、持参するか、郵送、またはファク
スで提出してください。登録用紙は、
企画政策課で入手できるほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。

〒289-2595　旭市ニの2132　
企画政策課企画調整班（☎62-5307、
FAX63-4946）

旭配水場
設備点検を実施
　点検中は一時的に水の出が悪くなる
場合があります。
日時／１月21日（土）　午前10時～午
後４時　※作業状況により時間が前後
する場合があります。
対象地域／旭地域　※海上・飯岡・干
潟地域は影響ありません。
上下水道課工務班（☎62-5364）

行政運営の改善に向けて
行政評価の結果を公表
　効率的かつ効果的な行政運営を行う
ため、令和３年度に市が実施した263
事業の評価を行いました。
　評価結果は、行政改革推進課や市
ホームページで見ることができます。
　今後も市の取り組みを検証し、成果
を重視した評価を行うとともに、評価
の結果は事務事業の見直しや予算への
反映を通じて、行政運営の改善に役立
てていきます。
行政改革推進課行政改革班（☎62-5

345）

新型コロナワクチン
接種会場が変更になります
　１月27日（金）からワクチンの接種
会場が旭市保健センター（旧飯岡保健
センター）に変わります。
健康づくり課庶務企画班（☎63-8831）

２月末まで延長
マイナポイント対象のカード申請
　マイナポイント第２弾の対象となる
マイナンバーカードの申請期限が令和
５年２月末まで延長されました。まだ
申請していない人は、この機会に申請
しましょう。
マイナンバー総合フリーダイヤル

（10120-95-0178）

　令和４年４月１日に成年年齢が20歳から18歳に引き
下げられ、９か月が経過しました。18歳からさまざま
な契約ができるようになるとともに、未成年者取消権に
よる契約解除はできなくなります。
　18～19歳に多い相談内容を紹介します。

【事例】
◦インターネットでエステの広告を見て、無料体験だけ
のつもりで施術を受けた。その際に、想定外の高額な
コースを勧められたので、支払いができないと伝えた
が、クレジットカードで分割払いにすれば大丈夫と言
われ、断り切れずに契約してしまった。
◦インターネットで副業を検索したら「無料で情報を提
供する」と記載のある事業者を見つけ、メッセージア
プリで登録をした。その後、電話で各種プランの説明
があり、初心者向けのプランを勧められ、代金として
８万円を支払った。さらに、サポート代として２万円
を請求され、不審に思ったので、解約を申し出ると、
解約料として10万円かかると言われた。
アドバイス
◦広告や勧誘では「お試し価格」「すぐに儲かる」など、メ
リットのみが強調されている場合があるので、注意し
ましょう。

◦契約時は、商品やサービスの内容、契約期間、支払金
額、解約条件などの内容をしっかり確認し、納得した
上で、契約しましょう。強引に契約を迫られても、契
約内容に不安があれば、はっきり「契約しない」と断り
ましょう。
◦訪問販売や電話勧誘販売などによる契約は、一定期間
内であればクーリング・オフ（無条件での契約解除）で
きる場合があります。
◦業者とトラブルになった際は、消費者ホットライン（☎
188）や消費生活センターに相談してください。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話
（☎62-8019）

18歳から大人！ 若者の消費者トラブルに注意

NO!
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…申し込み　問…問い合わせ

くらしのインフォメーション

募集
Recruitment

国を支える力になる
予備自衛官補
予備自衛官補（一般公募）
対象／18歳以上34歳未満
予備自衛官補（技術公募）
対象／18歳以上で、保有する資格な
どにより55歳未満
〈共通事項〉
試験日／４月８日（土）～23日（日）ま
での間で指定する１日
申込期限／４月６日（木）
申し込み方法／自衛隊旭地域事務所か
ホームページで入手できる願書に必要
事項を記入し、申し込んでください。
自衛隊旭地域事務所（☎62-0971、
boshuhancho@rct.gsdf.mod.go.

jp、ホームページhttps://www.mod.
go.jp/pco/chiba/map/asahi.html）

干潟公民館
「親子料理教室」
対象／市内小学３年生以上と保護者
日時／２月12日（日）　午前10時～正
午
場所／干潟公民館（ひかた市民セン
ター内）
内容／とろ～り生ガナッシュ、マシュ
マロチョコ、りんごのカップケーキ
定員／８組　※先着順。
費用／２人１組1,000円（材料費）
申し込み方法／材料費を添えて、干潟
公民館で申し込んでください。

干潟公民館（☎68-3111）

旭市民会館
「簡単！スウィーツ作り講座」
対象／市内在住・在勤の人
日時／２月16日（木）　午前10時～正
午
場所／市民会館（あさひ市民センター内）
内容／いちご大福と、もう１品
定員／16人　※先着順。
費用／1,000円（材料費）
申し込み方法／材料費を添えて、市民
会館で申し込んでください。

旭市民会館（☎63-8755）

子どもたちの安全な登校のために
通学路見守りボランティア
対象／市内在住で、見守り活動に関心
と意欲を持ち、毎月１回以上活動でき
る人
期間／４月１日から一定期間
活動内容／各小学校と連携した通学路
の街頭監視。実情に応じた活動を強制
力の伴わない範囲で行う。
※千葉県交通安全推進隊に登録すると
ボランティア活動保険に加入できま
す。
申し込み方法／電話で申し込んでくだ
さい。
教育総務課学校教育指導室（☎62-

5353）

催し物
Events

航空科学博物館
２月のイベント
ゴム動力飛行機教室
　子ども向けのゴム動力飛行機を作っ
て飛ばす教室を開催します。よく飛ば
せるコツなども解説します。
日時／２月23日（木・祝）　午後１時
～２時
場所／航空科学博物館体験館
費用／300円（材料費）
定員／20人　※先着順。
航空科学博物館（☎0479-78-0557）

お知らせ
Information

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料の相談会を開催
　仕事に関する不安を解消し、就労に
向かうように相談会を開催します。
対象／15歳から50歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその家族
日時／１月27日（金）　午前10時～午
後３時　※要予約。
場所／あさひ市民センター２階　小会
議室

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-24-7880）　※土・日
曜日を除く。

募集・催し物・お知らせなど、暮らしに役立つ情報を届けます。

要介護者の申告用に
障害者控除の認定書を交付
　要介護１～５の認定を受けている65
歳以上の人のうち、認知症または寝た
きりの状態で障がい者に準ずると認め
られる人には、申請により令和４年分
の障害者控除対象者認定書を郵送しま
す。
認定基準日／令和４年12月31日（年の
途中に対象者が死亡している場合は、
その死亡日）
申請方法／高齢者福祉課へ申請してく
ださい。

高齢者福祉課介護保険班（☎62-5
308）

確定申告などの際に必要な
公的年金の源泉徴収票を発送中
　「令和４年分公的年金等の源泉徴収
票」は、所得税の確定申告などの際に
必要です。届いたら大切に保管してく
ださい。マイナポータルからねんきん
ネットを利用している人は、電子デー
タでも届きます。
　２か所以上に提出の必要があるなど
再交付が必要な場合は、①ねんきん
ネット、②ねんきんダイヤル、③佐原
年金事務所で受け付けています。①
の利用には、ねんきんネットのIDが
必要です。IDを持っていない場合は、
年金機構ホームページより登録してく
ださい。②、③に連絡するときはマイ
ナンバーか基礎年金番号が必要です。
ねんきんダイヤル（☎0570-05-1165

※050から始まる電話からは☎03-670
0-1165）、佐原年金事務所（☎0478-5
4-1442）

地域の文化財を守ろう
「文化財火災防御訓練」
　毎年１月26日は「文化財防火デー」
です。地域の文化財を火災から守るた
めに訓練を行います。
日時／１月22日（日）　午前９時30分
～10時30分　※雨天中止。
場所／雷神社
内容／初期消火訓練・火災防御訓練
※見学可能。
消防本部警防課（☎63-5357）
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【１月１日現在】	 	 前月比　
　人　口	 63,379人　	 （▲91人）
　　男	 31,327人　	 （▲52人）
　　女	 32,052人　	 （▲39人）
　世帯数	 26,974世帯	（▲18世帯）

人のうごき
【12月の移動】
　転入 151人　出生 19人
　転出 159人　死亡 102人

火災
【12月】　　　   令和４年の累計
　建物火災	 3件	（18件）
　そのほかの火災	1件	（15件）

交通事故
【12月】	 令和４年の累計
　事故件数	165件	（1,693件）
　死亡者数	 0人	 （3人）

データシート

令和５年１月15日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの2132番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　https://www.city.asahi.lg.jp/

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
※�広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読みや

すいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

お

いし
く食べよう

お

いし
く食べよう
旭産 簡単・ヘルシーレシピ

里芋･･･････････････････８個
　玉ネギ･･･････１個（200ｇ）
　ニンニク････ １かけ（10ｇ）
　ショウガ････ １かけ（10ｇ）
豚バラ肉（薄切り）･････300ｇ
トマト･････････１個（200ｇ）
かつおだし･･･････････800㎖
　しょうゆ･････････大さじ２
　みりん･･･････････大さじ３
　オイスターソース･･大さじ１
サラダ油･･･････････大さじ１
カレー粉･･･････････大さじ２
小麦粉･････････････大さじ２
うどん･････････････････４玉

問旭市保健推進員協議会（☎63-8711・健康づくり
課母子保健班内）

①�皮をむいた里芋、トマト、豚バラ肉は一口大に切
り、玉ネギは薄切り、ニンニク、ショウガはみじ
ん切りにする。
②�フライパンにサラダ油をひき、Aを炒める。玉ネ
ギがしんなりしたら肉を加え、さらに炒める。
③�肉の色が変わったら、カレー粉、小麦粉を全体に
振りかけ、なじむまで炒める。
④�③に里芋、トマト、かつおだしを加え、15分程
煮る。里芋が軟らかくなったらBを加え、さらに
５分程煮る。
⑤�鍋でうどんをゆでて器に盛る。
⑥�うどんに④をかけ、完成。

作り方

　里芋は、他の芋類と比べてエネルギーが低く、カリウムが豊富に含ま
れます。カリウムは、摂取し過ぎたナトリウムを体外に排出し、血圧を
安定させる働きがあります。特に芋類は調理によるカリウムの損失も少
ないため、効率的に摂取することができます。

材料（４人分）

里芋入りカレーうどん
1人分の栄養価　エネルギー660kcal、食塩相当量2.7ｇ

VOL.156

――どんな仕事をしていますか
　新築・リフォームを問わず、キッチンやトイレなどの住
宅資材の営業と、窓ガラスや引き戸などの組み立てや設置
をするほか、設置した住宅資材の修理などを担当していま
す。家づくりという人生の節目に携わり、お客さんが喜ん
でいる表情を見るとやりがいを感じます。就職を機に市原
市から旭市へ転入してきました。仕事を始めて大変だった

　株式会社石川商会住宅機材は、昭和54年に創業した住宅
設備機器・建材の販売や施工などをする千葉県最大級の住
宅専門卸売会社です。千葉で約３万件以上の工事実績とノ
ウハウを生かし、地元密着の工務店や大工の皆さんと共に、
豊かな暮らしの創造と住環境の向上に貢献する会社です。

旭市で活躍する人を応援します

納品した建具を組み立て いつも一緒の相棒

エール
第17回

のは、土地勘が全くなかったことです。地域密着型の会社
なので、効率よく訪問修理をするために地図を覚えるのが
大変でした。
――休日の過ごし方は
　妻と生まれたばかりの赤ちゃんとの３人暮らしなので、
赤ちゃんと遊んだり、分担して家事をしたりしています。
学生のころから続けているテニスでは、大会にも出場しま
した。暖かくなったら、家族でディズニーランドに行きた
いです。
――今後の抱負は
　会社から「齋藤に任せておけば大丈夫」と思われるくらい
信頼された存在になりたいです。そのために、取り扱って
いる製品の特長をたくさん覚えて、サッシを担当している
大先輩の技術を現場で学んでいます。

所在地／旭市ニの1710
電話番号／62-1341

株式会社石川商会住宅機材

株式会社石川商会住宅機材

齋藤　啓介さん（32歳）

すてきな新生活を
　豊富な知識で
　　　　アドバイス


